
北海道大学構内は、四季折々の草花が

楽しめるすてきな場所。さわやかな青空

の下でまぶしい日差しを受け、一面に広

がる「ハゼリソウ」のかわいらしい薄紫

の花が初夏を感じさせてくれます。

やまざき ひさ こ

写真・文：山 久子さん

撮影日：２００４．７．１４ 撮影場所：北海道大学構内 ポプラ並木に隣接する農場

このページでは区民の皆さんから募集した写真を掲載し

ています。応募の詳細などは、総務企画課広聴係�７５７‐
２４００内線２２４までお問い合わせください。

編集：北区市民部総務企画課広聴係 〒００１―８６１２北区北２４条西６丁目

�７５７―２４００内線２２４�７５７―２４０１ Eメールki.somu@city.sapporo.jp
北区ホームページアドレス http：//www.city.sapporo.jp/kitaku/

2005（平成17年）

区の世帯数�
�
前月比�

�１２２，６１７世帯 ＋１，０９６
区の人口 �

�
前月比�

�２７０，７７５人 ＋１，２１０
（２００５．５．１現在）

６きた

北海道大学構内

～第３回～私の好きな

風景
北区の

2005―�―広報さっぽろ１きた



ま
ち
に
住
む
人
々
の

願
い
を
込
め
て

札
幌
市
内
の
野
外
彫
刻
で
全
国
的
に

有
名
な
も
の
と
し
て
、
羊
ヶ
丘
展
望
台

の
「
丘
の
上
の
ク
ラ
ー
ク
像
」
が
あ
り

ま
す
。
実
は
、
こ
の
ク
ラ
ー
ク
像
の
作

さ
か
た
ん
ど
う

者
坂
坦
道
さ
ん
は
、
平
成
十
年
に
亡
く

な
る
ま
で
、
北
区
に
ア
ト
リ
エ
と
住
居

を
構
え
制
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

の
で
す
。「
父
は
こ
の
ア
ト
リ
エ
に
足
場

を
組
ん
で
、
ク
ラ
ー
ク
像
を
制
作
し
ま

し
た
。
お
手
伝
い
の
若
い
方
た
ち
が
い

つ
も
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
炊

き
出
し
な
ど
で
母
も
大
忙
し
で
し
た

ね
」
と
、
坂
さ
ん
の
作
品
に
囲
ま
れ
な

が
ら
笑
顔
で
当
時
の
様
子
を
語
っ
て
く

か

と
う

わ

か

れ
た
の
は
、
坂
さ
ん
の
長
女
加
藤
和
何

こ子
さ
ん
で
す
。

坂
さ
ん
は
五
十
年
近
く
住
み
続
け
た

町
内
に
も
、
ゆ
か
り
の
野
外
彫
刻
を
残

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
若
草
公
園

に
あ
る
「
い
の
ち
」
と
題
さ
れ
た
母
子

像
で
す
。
こ
の
像
は
、
昭
和
五
十
一
年

八
月
に
交
通
事
故
で
幼
児
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
翌
年
交

通
安
全
の
祈
念
碑
と
し
て
北
第
二
町
内

会
が
中
心
と
な
り
建
て
た
も
の
で
す
。

「
当
初
の
像
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
製

で
し
た
が
、
長
年
の
風
雪
に
よ
っ
て
傷

ん
だ
た
め
、
昭
和
六
十
三
年
に
ブ
ロ
ン

ズ
で
作
り
直
し
た
の
で
す
よ
」
と
加
藤

さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
空
へ
真
っ
す
ぐ
に
向
か
っ
て
い
る

母
親
の
視
線
と
子
の
両
手
に
、
出
征
体

験
に
基
づ
く
坂
さ
ん
の
命
に
対
す
る
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
公

園
を
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち
の
、
か
け

が
え
の
な
い
尊
い
命
と
健
や
か
な
成
長

を
、
こ
の
母
子
像
は
こ
れ
か
ら
も
見
守

り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※ いのち〔坂坦道〕

北２５西７・地下鉄北２４条駅から徒歩約８分

アトリエの門にも作品（�）

※写真の彫刻名〔作家名〕所在地・近隣公共交通機関

（�） 風雪碑〔坂坦道〕

北２４西８・地下鉄北２４条駅

から徒歩約８分

札幌飛行場正門跡の門柱と

坂さんのアトリエも同住所

芸術が、身近な街中にあります

2

1

～野外彫刻を見つめてみよう～

「父は町内の方との

かかわりを大切にし

ながら、晩年まで熱

心に制作を続けまし

た」と話す加藤さん

初夏のさわやかな風が心地よい季節になりました。
今月は、散歩の途中で、気軽に芸術鑑賞を楽しめる
区内の野外彫刻を紹介します。

昭和２０年に閉鎖された札幌飛行場正門跡

の門柱（�）

ありしまたけ お

有島武郎邸跡の碑
〔坂坦道〕北１２西３・
地下鉄北１２条駅１番
出口北向

3
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地
下
鉄
南
北
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地
下
鉄
東
豊
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ま
ち
の
発
展
と
と
も
に

昭
和
六
十
二
年
に
北
海
道
教
育
大
学

札
幌
校
が
中
央
区
か
ら
移
転
以
来
、

「
学
園
都
市
」と
し
て
目
覚
ま
し
く
発
展

ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル

し
て
い
る
あ
い
の
里
地
区
。
Ｊ
Ｒ
あ
い

の
里
教
育
大
駅
前
に
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
完
成
を
記
念
し
、
現
市
立
高

く
に
ま
つ

あ

す

か

等
専
門
学
校
教
授
の
國
松
明
日
香
さ
ん

が
コ
ル
テ
ン
鋼
を
使
っ
て
制
作
し
た
彫

ミ

ュ

ー

ズ

刻「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
彫
刻
は
、
街
に
豊
か
な
学
術
・

文
化
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ギ

リ
シ
ャ
神
話
で
学
問
を
つ
か
さ
ど
る
九

姉
妹
の
女
神
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
を
象
徴
的
に
表

現
し
、
平
成
十
五
年
に
は
「
日
本
の
鉄

道－

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
大
賞
」
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
四
月
か
ら

同
地
区
で
試
行
さ
れ
て
い
る
地
域
通
貨

の
単
位
に
も
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
が
使
わ
れ
る
な

ど
街
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
あ
い
の
里
公
園
駅
前
で
は
、

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
の
中
で
歴
史
を
つ
か
さ
ど
る

ク

レ

イ

オ

女
神「
Ｋ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
彫
刻
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ち
の
出
会
い
の
場
に

昨
年
九
〜
十
月
北
海
道
立
近
代
美
術

な
が
れ

ま
さ
ゆ
き

館
に
て
世
界
的
に
有
名
な
流
政
之
さ
ん

の
個
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
出

展
作
品
の
一
つ
が
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
北
口
向

か
い
の
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
前
庭
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
な
ど
公
共
四
施
設
が
入
居
す
る
同

ビ
ル
周
辺
が
、
人
と
人
と
の
出
会
い
の

場
に
な
る
よ
う
に
と
、
御
影
石
を
素
材

と
す
る
こ
の
彫
刻
は
新
た
に
「
デ
ア
イ

バ
チ
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

デアイバチ〔流政之〕

北８西３・ＪＲ札幌駅から徒歩

約２分

7

KLEIO〔國松明日香〕

あいの里２－８・ＪＲあい
の里公園駅前

ＭＵＳＥ〔國松明日香〕あいの里１―６・ＪＲあいの里教育大駅前

5MUSE＃２〔國松明日香〕

北９西１北九条小学校・地下鉄
北１２条駅から徒歩約５分

6

4
さくふう ほん だ めい じ

朔風〔本田明二〕
北６西７・JR札幌駅
から徒歩約５分

開く花
い とうたかみち

〔伊藤隆道〕

光る風

〔名畑八郎〕

花の輪と和
な はたはちろう

〔名畑八郎〕

⑨～⑫はいずれ
も百合が原公園
内・ＪＲ百合が
原駅から徒歩５
～１０分

ここにもあります

北の森たち
い とうりゅういち

〔伊藤隆一〕

１０

１１

8

１２

9
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樽川篠路線�

JR新琴似駅�

北区体育館�
（改修工事中）�

避難場所�
新琴似中学校�

避難場所�
新琴似小学校�

各
種
お
知
ら
せ

◆
心
豊
か
な
青
少
年
を
は
ぐ
く
む

札
幌
市
民
運
動
「
北
区
民
大
会
」

今
後
の
札
幌
市
を
担
う
青
少
年

を
心
豊
か
に
育
て
る
た
め
、
家
庭

や
学
校
、
地
域
で
積
極
的
に
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
に
取
り
組
む

方
々
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時

７
月
１
日
�金
午
後
６
時

会
場

北
区
民
セ
ン
タ
ー
区
民
ホ

ー
ル

参
加
料

無
料

申
込

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
細

地
域
振
興
課
地
域
活
動
係

�
北
区
役
所
内
線
４１２

◆
子
育
て
講
座

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者

の
た
め
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

受
講
中
は
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
。

内
容

「
今
が
大
事
！
思
春
期
に

つ
な
が
る
幼
児
期
の
子
育
て
」

日
時

７
月
１２
日
�火
午
後
２
時
〜

３
時
３０
分

会
場

北
保
健
セ
ン
タ
ー
講
堂

定
員

２０
人

受
講
料

無
料

申
込
・
詳
細

６
月
１４
日
�火
午
前

９
時
か
ら
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

子
育
て
支
援
担
当
係
�
北
区
役
所

内
線
４１５
へ（
電
話
の
み
。
先
着
順
）。

◆
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
研
修
会

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
学

び
ま
す
。

日
時

７
月
５
日
�火
〜
１５
日
�金
の

火
・
金
曜
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

（
全
４
回
）

会
場

北
区
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
で
全
日

程
を
受
講
で
き
る
方

定
員

３０
人

受
講
料

５００
円
（
開
講
初
日
に
納

め
て
く
だ
さ
い
）

申
込
・
詳
細

６
月
１３
日
�月
〜
２４

日
�金
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、

北
区
社
会
福
祉
協
議
会
�（
７５７
）２

４
８
２
へ（
電
話
可
。
先
着
順
）。

◆
避
難
場
所
に
つ
い
て

北
区
体
育
館（
新
琴
似
８
‐
２
）

は
、
災
害
発
生
時
の
収
容
避
難
場

所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
工
事
が
終
了
す
る
平

成
１８
年
１
月
上
旬
ま
で
の
間
は
、

左
記
の
避
難
場
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

詳
細

危
機
管
理
対
策
室
危
機
管

理
対
策
課
�（
２１５
）２
０
９
０
、
総

務
企
画
課
交
通
防
災
・
施
設
担
当

係
�
北
区
役
所
内
線
２５２

◆
学
校
プ
ー
ル
開
放

期
間

７
月
２
日
�土
〜
８
月
２８
日

�日
の
土
・
日
曜
日
、
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
。
な
お
、
開
放
日
は
各
学
校
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

対
象

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
お

よ
び
泳
げ
な
い
小
学
生
に
は
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
）

開
放
校

区
内
各
市
立
小
学
校

（
屯
田
北
小
を
除
く
）

詳
細

札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
団
�（
５３０
）５
９
０
５

新
琴
似
図
書
館

◆
子
供
映
画
会

内
容

は
だ
か
の
王
様
、
ガ
リ
バ

ー
旅
行
記

日
時

６
月
１１
日
�土
午
後
２
時
３０

分
〜
３
時

対
象

幼
児
〜
小
学
生

◆
つ
く
し
ん
ぼ
の
お
話
の
会

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時

６
月
１８
日
�土
午
後
２
時
〜

２
時
３０
分
、
２２
日
�水
午
後
３
時
〜

３
時
３０
分
、
７
月
２
日
�土
午
後
２

時
〜
２
時
３０
分

対
象

幼
児
〜
小
学
生

詳
細

い
ず
れ
も
同
図
書
館

北区役所
�７５７‐２４００（北２４西６）
北保健センター
�７５７‐１１８１（北２５西６）
北区土木センター
�７７１‐４２１１（太平１２‐２）
篠路出張所／篠路まちづく
りセンター
�７７１‐２２３１（篠路４‐７）
鉄西まちづくりセンター
�７２６‐５２８５（北１０西４）
幌北まちづくりセンター
�７２６‐６３４５（北１７西５）
北まちづくりセンター
�７２６‐４３８５（北２９西７）
新川まちづくりセンター
�７６２‐２６０４（新川１‐４）
新琴似まちづくりセンター
�７６１‐４２０５（新琴似７‐４）
新琴似西まちづくりセンター
�７６２‐８７６７（新琴似７‐１４）
屯田まちづくりセンター
�７７２‐１２６０（屯田５‐６）
麻生まちづくりセンター
�７５７‐５８１０（北３９西５）
太平百合が原まちづくりセンター
�７７１‐９１８０（太平８‐７）
拓北・あいの里まちづくりセンター
�７７８‐２３５５（あいの里１‐６）
北区民センター
�７５７‐３５１１（北２５西６）
篠路コミュニティセンター
�７７１‐３７００（篠路３‐８）
屯田地区センター
�７７２‐１８１１（屯田５‐６）
新琴似・新川地区センター
�７６５‐５９１０（新琴似２‐８）
拓北・あいの里地区センター
�７７８‐８０００（あいの里１‐６）
太平百合が原地区センター
�７７０‐６５３１（太平１２‐２）
北区体育館※休館中のため
お問い合わせは、スポーツ
振興事業団（�５３０‐５９０５）へ
新琴似図書館
�７６４‐１９０１（新琴似７‐４）

６月１１日～７月１０日のお知らせ

区内の主な施設

●
新
琴
似
小
学
校（
新
琴
似
７
‐
３
）

●
新
琴
似
中
学
校（
新
琴
似
７
‐
４
）

４きた2005―�―広報さっぽろ
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●４０～５０歳代のためのヘルスアップ教室の日時・内容

内 容
す てき

運動「素敵にエクササイズ」

講話「からだの未来はあなたの未来」

運動「めざせ！メリハリボディ！」
からだ

講話「食べてがってん！身体がよろこぶ食事」

運動「その１歩があなたを変える！」

講話「歯っぴい ライフ」

時 間

午後１時３０分

～３時４０分

実 施 日

６月２３日（木）

６月３０日（木）

７月７日（木）

北
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
４０
〜
５０
歳
代
の
た
め
の
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
（
左
表
）

会
場

北
区
民
セ
ン
タ
ー
実
習
室

ほ
か

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
４０
〜

５９
歳
の
方
で
運
動
習
慣
を
身
に
付

け
た
い
方
。
な
お
、
運
動
に
支
障

の
な
い
方
で
、
３
回
続
け
て
参
加

で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

定
員
・
受
講
料

３０
人
・
無
料

申
込
・
詳
細

６
月
１３
日
�月
〜
２２

日
�水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
地

域
保
健
課
健
康
推
進
係
�
北
保
健

セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
可
。
先
着
順
）。

ほ

が
く

◆
「
北
の
歩
楽
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
歴
史
と
文
化
の
八
十
八
選
）」

日
時

６
月
２０
日
�月
午
前
１０
時
か

ら
（
雨
天
時
は
２３
日
�木
に
延
期
）

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
篠
路
駅
前

コ
ー
ス

「
北
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
」
の
太
平
・
篠
路
コ
ー
ス

（
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。
最
終
地

点
で
あ
る
百
合
が
原
公
園
で
昼
食

後
解
散
。

定
員

２０
人

費
用

無
料
。
な
お
、昼
食
・
飲
み

物
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
詳
細

６
月
１４
日
�火
・
１５

日
�水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
地

域
保
健
課
健
康
推
進
係
�
北
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
の
み
。
先
着
順
）。

◆
医
療
講
演
会
「
健
康
寿
命
を
伸

ひ
ざ

ば
そ
う
〜
膝
や
腰
を
痛
め
ず
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
に
〜
」

日
時

６
月
２４
日
�金
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午

会
場

北
区
民
セ
ン
タ
ー
区
民
ホ

ー
ル

す
が

講
師

松
田
整
形
外
科
病
院

菅

わ
ら

ま
こ
と

原

誠
院
長

受
講
料

無
料

申
込

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

�
北
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
ご
ろ
の
お
子
さ
ん
の
成
長
ぶ

り
や
子
育
て
に
か
か
わ
る
心
配
、

悩
み
事
な
ど
を
お
母
さ
ん
同
士
や

保
健
師
と
話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、

後
半
に
母
親
教
室
に
参
加
し
て
い

る
妊
婦
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

日
時

７
月
６
日
�水
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
（
受
け
付
け
は
午

後
１
時
か
ら
）

会
場

北
区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
集

会
室

対
象

生
後
１
〜
３
カ
月
ま
で
の

初
め
て
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

費
用

無
料

申
込

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

�
北
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
「
た
ば
こ
を
や
め
る
！
」
と
決

め
た
方
へ

禁
煙
を
達
成
す
る
た
め
に
個
別

に
相
談
に
乗
り
、
支
援
し
ま
す
。

会
場

北
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
禁
煙

を
希
望
す
る
方
で
、
３
カ
月
間
に

２
回
程
度
来
所
で
き
る
方

定
員

３０
人

費
用

無
料

申
込
・
詳
細

６
月
２０
日
�月
午
前

９
時
か
ら
地
域
保
健
課
健
康
推
進

係
�
北
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

可
。
先
着
順
）。

◆
地
区
健
康
相
談
（
下
表
）

内
容

無
料
で
尿
検
査
、
血
圧
測

定
の
ほ
か
、
４０
歳
以
上
の
方
に
は

血
液
検
査
と
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
（
希
望
さ
れ
る
方
の
み
）
を
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
場
合
は
、
有
料
で
心
電

図
検
査
（
千
２００
円
）
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
４０
〜
７０
歳
の
５
年

刻
み
の
年
齢
の
方
は
、
希
望
に
よ

り
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
１００
円
か
ら
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
７０
歳
以
上
の
方
や
老
人
保

健
法
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
な
ど
は
こ
れ
ら
の
費
用
も
無
料

と
な
り
ま
す
。
当
日
、
証
明
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
普

段
、
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会
の

な
い
１５
歳
以
上
の
方

申
込

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

�
北
保
健
セ
ン
タ
ー

◆「北区ウォーキングマップ」配布中◆
北区の歴史と文化をたどる景
観豊かな５コースを掲載してい
ます。
配布場所 総務企画課広聴係、
北保健センター、区内各まちづ
くりセンター
詳細 地域保健課健康推進係�
北保健センター

●地区健康相談の日時・会場

会 場

新琴似三和福祉会館（新琴似７‐１４）

茨戸福祉会館（東茨戸１‐１）

麻生地区会館（北３９西５）

新琴似北会館（新琴似１１‐５）

篠 路 会 館（篠路４‐７）

篠路こまどり会館（篠路７‐４）

新川地区会館（新川１‐４）

新川公園会館（新川西３‐６）

日 時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時～１１時

午後１時３０分～３時

６月１６日（木）

６月２２日（水）

６月２７日（月）

６月２９日（水）

※
各
施
設
の
所
在
地
・
電
話
番
号
は
「
き
た
４
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６月１１日～７月１０日のお知らせ

2005―�―広報さっぽろ
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市
民
見
学
会

◆
北
区
市
民
見
学
会

日
時

①
７
月
６
日
�水
②
２６
日
�火

と
も
に
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

（
午
前
９
時
４５
分
に
区
役
所
正
面

玄
関
前
に
集
合
）

コ
ー
ス

①
百
合
が
原
公
園
〜
屯

田
郷
土
資
料
館
②
モ
エ
レ
沼
公
園

〜
中
沼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
選
別
セ
ン

タ
ー
〜
篠
路
清
掃
工
場

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方

定
員

各
５０
人
（
多
数
時
抽
選
）

参
加
料

無
料
。
な
お
、
昼
食
は

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込

往
復
は
が
き
（
は
が
き
１

枚
で
４
人
ま
で
）
に
希
望
コ
ー
ス

と
応
募
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

①
は
６
月
２１
日
�火（
必
着
）②
は
７

月
７
日
�木（
必
着
）ま
で
に
〒
００１
‐

８６１２
北
区
役
所
総
務
企
画
課
広
聴
係

市
民
見
学
会
担
当
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。ま
た
、返
信
用
は
が
き
に

ご
自
分
（
複
数
で
申
し
込
む
場
合

は
代
表
者
）
の
あ
て
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
１
コ

ー
ス
に
つ
き
１
人（
１
グ
ル
ー
プ
）

１
通
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
傷
害

保
険
手
続
き
の
際
に
、
参
加
者
名

簿
を
提
出
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細

総
務
企
画
課
広
聴
係
�
北

区
役
所
内
線
２２４

屯
田
地
区
セ
ン
タ
ー

◆
第
１５
回
サ
ー
ク
ル
発
表
会

①
作
品
展
示
お
よ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー

日
時

６
月
１７
日
�金
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
、
１８
日
�土
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時

②
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

日
時

６
月
１８
日
�土
正
午
〜
（
品

物
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

③
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

日
時

６
月
１７
日
�金
・
１８
日
�土
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時

④
軽
食
コ
ー
ナ
ー

日
時

６
月
１７
日
�金
・
１８
日
�土
午

前
１１
時
３０
分
〜
（
両
日
と
も
無
く

な
り
次
第
終
了
）

⑤
ス
テ
ー
ジ
発
表

日
時

６
月
１９
日
�日
正
午
〜
午
後

３
時
３０
分

※
ス
テ
ー
ジ
発
表
終
了
後
、
お
楽

し
み
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。（
抽
選

券
は
当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

詳
細

同
セ
ン
タ
ー

新
琴
似
・
新
川
地
区
セ
ン
タ
ー

し
ん
ぼ
く

◆
開
設
１０
周
年
記
念
「
夏
季
親
睦

囲
碁
大
会
」

日
時

７
月
１２
日
�火
午
前
９
時
３０

分
か
ら
午
後
３
時
３０
分
ま
で

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方

定
員

４８
人

参
加
料

無
料
。
な
お
、
昼
食
は

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込

６
月
２８
日
�火
〜
３０
日
�木
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
同
セ
ン
タ

ー
へ
（
電
話
可
。
先
着
順
）。

詳
細

同
セ
ン
タ
ー

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー

◆
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

６
月
２３
日
�木
〜
７
月
１
日
�金
は
、

図
書
特
別
整
理
の
た
め
休
室
し
ま

す
。
休
室
期
間
中
の
図
書
の
返
却

は
、
図
書
室
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細

同
セ
ン
タ
ー

◆今月のメニュー◆
６月１３日（月）～１９日（日）に札幌サンプラザレ
ストラン（北２４西５）のランチに登場する「北
保健センターおすすめランチ」。今月のテーマ
は「大豆製品で生活習慣病予防」です。メニュ
ーは、豆乳だれの天ざるうどん・いなりずし・
野菜いためです。
詳細 地域保健課健康推進係�北保健センター

※
各
施
設
の
所
在
地
・
電
話
番
号
は
「
き
た
４
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広 告 欄
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札幌市�

○○○公園�

避難場所�

札幌市�

×××××公園�

広域避難場所�

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

最
寄
り
の
避
難
場
所
へ
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

QA

避
難
場
所
っ
て
、
ど
う
い
う

と
こ
ろ
な
の
？

避
難
場
所
は
、
役
割
に
よ
っ

て
三
種
類
あ
り
ま
す
。

QA

避
難
す
る
と
き
に
、
気
を
付

け
る
こ
と
は
？

「
避
難
の
心
得
五
カ
条
」
が

あ
り
ま
す
。

QA

「声」の送り先

〒００１‐８６１２※北区役所総務企画課広聴係内

藍ちゃんの区民の「声」あれこれ担当係

※専用郵便番号のため住所記入不要です。

�７５７‐２４００内線２２４、�７５７‐２４０１
Eメールアドレス ki.somu@city.sapporo.jp

あ
い

こ
ん
に
ち
は
、
藍
ち
ゃ
ん
で
す
。

今
回
の
「
区
民
の
『
声
』、
あ
れ

こ
れ
」
で
は
、
災
害
が
起
き
た
と

き
の
避
難
場
所
な
ど
に
つ
い
て
説

明
す
る
わ
ね
。

去
年
は
、
日
本
各
地
で
大
き
な

地
震
が
あ
っ
た
り
、
市
内
で
も
台

風
１８
号
に
よ
る
強
風
被
害
が
あ
っ

た
り
と
、
災
害
が
と
て
も
多
い
年

で
し
た
ね
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
、
避
難
場
所
や
日
ご
ろ
の

備
え
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
も
よ

く
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
わ
。

災
害
が
発
生
し
、
建
物
の
倒
壊

や
火
災
な
ど
の
危
険
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、
公
園
や
学
校
な
ど

の
安
全
な
場
所
へ
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
避
難
が
必

要
な
と
き
は
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
ね
。

市
が
指
定
す
る
避
難
場
所
は
、

そ
の
役
割
に
応
じ
て
三
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
「
一
時

避
難
場
所
」
で
す
。
こ
の
避
難
場

所
は
、
災
害
が
発
生
し
て
避
難
が

必
要
な
と
き
に
一
時
的
に
様
子
を

見
る
場
所
で
、
地
域
の
公
園
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
「
収
容
避
難
場

所
」
で
す
。
こ
の
避
難
場
所
は
、

冬
の
災
害
や
長
い
時
間
避
難
が
必

要
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
た
も
の
で
、
区
民
セ
ン
タ
ー
や

地
区
セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
学
校
な

ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
区
内
に

は
、
こ
れ
ら
の
避
難
場
所
が
合
わ

せ
て
百
五
十
四
カ
所
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
場

所
に
は
こ
の
よ

う
な
避
難
場
所

標
識
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
「
広
域
避
難
場
所
」

で
す
。
こ
の
避
難
場
所
は
大
規
模

な
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、
炎

や
煙
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
場
所

で
す
。
区
内
に
は
、
百
合
が
原
公

園
や
あ
い
の
里
公
園
な
ど
の
大
規

模
公
園
、
麻
生
球
場
や
北
大
農
場

な
ど
七
カ
所
の
広
域
避
難
場
所
が

あ
り
ま
す
。「
広

域
避
難
場
所
」

に
は
こ
の
よ
う

な
表
示
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

災
害
の
と
き
の
避
難
は
身
を
守

る
意
味
で
最
も
重
要
な
こ
と
で
す

か
ら
、
安
全
な
場
所
に
「
早
め
に

避
難
」
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
自
分
の
命
は
ま
ず
自
分
で
守
る
」

と
い
う
心
構
え
を
持
ち
、
災
害
に

遭
っ
て
も
常
に
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら

「
避
難
の
心
得
五
カ
条
」
を
心
掛

け
る
と
い
い
わ
ね
。

避
難
の
心
得
五
カ
条

●
避
難
の
勧
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
そ
の
指
示
に
従
い
ま
し

ょ
う
。

●
隣
近
所
の
人
た
ち
に
声
を
掛
け

合
っ
て
集
団
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
ず
徒
歩
で
避
難
し
、
自
動
車

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
を
使
用
す
る
と
道
路
渋
滞

を
招
き
、
消
火
活
動
や
救
急
救
助

活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

●
避
難
す
る
前
に
、
ガ
ス
の
元
栓

や
ボ
ン
ベ
の
コ
ッ
ク
を
閉
め
、
電

気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
、
電
気
の
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
災
害

情
報
を
よ
く
聞
き
、
慌
て
ず
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
慌
て
な
い
よ
う
に
、
家
族
み
ん

な
で
最
寄
り
の
避
難
場
所
や
そ
こ

ま
で
の
経
路
、
連
絡
方
法
、
集
合

場
所
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
と

い
い
わ
ね
。
食
料
や
水
、
衣
類
な

ど
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
定
期
的

に
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

家
族
の
氏
名
や
連
絡
先
、
生
年
月

日
や
血
液
型
、
既
往
症
な
ど
を
記

載
し
た
「
緊
急
カ
ー
ド
」
を
持
ち

歩
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
わ
ね
。

＊

＊

＊

市
危
機
管
理
対
策
室
で
は
、
災

害
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
や
災

害
時
の
避
難
場
所
な
ど
を
皆
さ
ん

が
あ
ら
か
じ
め
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://

w
w
w
.city.sapporo.jp/kikikanri/

）

で
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
区
で
は
地
域
に
お
け
る
防
災

意
識
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、

地
域
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
ど
ん
な
「
声
」
を
紹
介

し
よ
う
か
し
ら
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、

ま
た
ね
。

～藍ちゃんからのお願い～

このコーナーでは、区民の皆さんの「声」

を募集しています。手紙や電話・ファクス

のほか、Ｅメールでも受け付けます。

皆さんと一緒に作っていくこのコーナー

をより良いものとするために、日ごろから

感じている疑問や、こんなことをしてほし

いという希望などを、どしどしお寄せくだ

さい。お待ちしています。

詳細 北区役所総務企画課広聴係

６月１１日～７月１０日のお知らせ
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４月２６日、札幌

市赤十字奉仕団北

区分団のボランテ

ィアが、北２７条公

園通りと麻生緑地

で清掃奉仕を行い

ました。春の訪れ

に合わせてごみや

枯れ葉が片付けら

れ、公園は見違え

るようにきれいに

なりました。

５月２日、幌北児童会館で、こどもの日にちなんだ

行事「ザ☆こよみーず」が行われ、地域の子どもたち

が、もちやこいのぼりを作って楽しみました。みんな

で一緒に作ったもちは、おいしかったことでしょう。

５月６日、屯田

防風林で、新琴似

北小学校の児童が、

野鳥の巣箱掛けを

行いました。今年

もたくさんの鳥に

来てもらおうと、

子どもたちは期待

に胸を膨らませな

がら、慣れない手

つきで一生懸命頑

張りました。

５月１０日から２２

日まで、百合が原

公園緑のセンター

で「春のユリ展」

が開催されました。

今回は北海道で育

てられた珍しい品

種を数多く展示。

温室いっぱいに、

ユリのほのかな甘

い香りが広がって

いました。

新川さくら並木の完成を記念して開催している「新川さくらフェスティバル」。新川連合町内会の人たちが中心

となって、自分たちで植えた桜並木をきれいにしようとごみ拾いをしたり、川を眺めながらのんびりと散策して楽

しんだりして、春の訪れを感じていました。音楽祭では桜並木にかかわる活動を紹介し「新川さくら並木のうた」を

合唱。この素晴らしい景色を、一人でも多くの人たちに見てほしいとの願いが込められたフェスティバルでした。

写真で紹介します・・・
・・・区内で行われた行事などを

５／８ さくら並木を歩く会

鳥さん、新しいおうちだよ

元気いっぱい！もち作り

桜並木をみんなの手で守ろう

５／７ 音楽祭

ユリの甘い香りに包まれて

気持ちのよい公園を

４／２４ さくら並木クリーン作戦
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